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【つなぐ】～地域の方々と医療をつなぐ、信頼される病院を目指して～

池上総合病院 院長より、新年のご挨拶。

新年明けましておめでとうございます。
新型コロナウィルスが確認されてから間もなく3年が経過しようとしていますが、
現在も第8波が続いております。
一方で世界的にはパンデミック終息宣言の是非が議論に挙がり、国内では感染症法
上の類型変更が話題となるなど、ウィズコロナ、ポストコロナに向けた環境変化が
進んで行くものと思います。
当院も東京都の入院重点医療機関として新型コロナウィルス感染症診療に携わって
参りました。その一方一般診療に影響が出る場面もあり、地域の皆様にはご迷惑を
おかけしたことをこの場を借りましてお詫び申し上げます。

さて先日は第99回箱根駅伝が幕を閉じましたが、優勝候補であった青山学院大学
の思わぬブレーキと最終的には表彰台を獲得するドラマを見せていただきました。
誰かが調子を落とせば他の誰かがカバーするというチームとしての考え方は、
コロナ下での病院でも同じであります。当院も少なからず職員の罹患・濃厚接触を
経験いたしましたが、迅速にカバー体制を整え皆様への診療レベルを維持できた
ことは大きな自信となっています。
一方、通常診療の停滞が今後も懸念されています。箱根駅伝の沿道の観戦者は
パンデミック以前は120万人前後でありましたが、規制が解かれた昨年以降も伸び
悩み今年も90万人程度で予想を下回ったとのことです。医療でも同じく患者様が
受診を控える傾向は現在も強く、今後も継続することが予想されます。
しかしそのことで病気の発見や予防が滞り皆様の健康を脅かす可能性があります。
我々も最大限に感染予防しながら必要な受診ができるよう
体制を整えて参りますが、皆様も受診控えによる健康危機に
どうぞご留意ください。
本年も皆様が御健勝で御多幸でありますよう、
心からお祈り申し上げます。

令和5年元旦
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